
鳥
取
県
は
、
人
口
減
少
・
少

子
高
齢
化
の
影
響
が
特
に
顕

著
で
あ
る
中
山
間
地
域
の
暮

ら
し
の
向
上
、
農
業
を
は
じ

め
と
し
た
担
い
手
の
高
齢
化
、

気
候
変
動
に
と
も
な
う
自
然

災
害
の
多
発
化
や
激
甚
化
と

い
っ
た
様
々
な
課
題
に
直
面

し
て
い
る
。

２
０
２
０
年
の
人
口
は
、

55
・
３
万
人
（
全
国
最
少
）
で

２
０
１
５
年
に
比
べ
約
2
万

人
減
少
し
た
（
人
口
増
加
率

マ
イ
ナ
ス
３
・
５
％
）
。
２
０
３

０
年
の
推
計
人
口
は
２
０
２

０
年
よ
り
３
・
７
万
人
減
少
、

老
年
人
口
割
合
は
約
35
％

と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て

お
り
、
全
国
よ
り
10
年
早
く

高
齢
化
が
進
行
す
る
と
予
想

さ
れ
て
い
る
。

鳥
取
県
の
特
徴
と
し
て
、

就
業
率
が
58
・
２
％
で
全
国

平
均
よ
り
０
・
７
ポ
イ
ン
ト

高
水
準
に
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
へ
の
参
加
率
も
全
国

上
位
で
あ
る
ほ
か
、
「
地
域
版

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
調
査
２
０
２
０
」
で

県
民
が
地
域
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

つ
な
が
る
行
動
を
と
る
人
の

割
合
で
全
国
一
位
と
な
る
な

ど
、
地
域
に
貢
献
し
て
い
る

県
民
が
多
い
点
が
あ
げ
ら
れ

る
。少

子
高
齢
化
が
進
行
し
、

人
口
最
少
・
県
民
経
済
最
小

の
鳥
取
県
に
お
い
て
は
、
こ
う

し
た
「
地
域
に
貢
献
し
て
い
る

県
民
」
が
地
域
社
会
の
持
続

可
能
性
を
高
め
る
う
え
で
、

最
も
重
要
な
地
域
資
源
で
あ

る
と
い
え
る
。

全
国
上
位
の
合
計
特
殊
出

生
率
を
実
現
し
、
子
育
て
王

国
を
推
進
す
る
な
ど
の
自
然

減
対
策
や
、
若
者
の
県
内
定

着
や
移
住
定
住
促
進
な
ど
の

社
会
減
対
策
の
強
化
に
加
え
、

一
人
一
人
の
県
民
が
、
地
域

に
関
わ
り
、
貢
献
す
る
プ

レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
、
生
涯
に

わ
た
っ
て
フ
ル
に
活
躍
で
き

る
環
境
づ
く
り
が
持
続
可
能

な
地
域
実
現
の
カ
ギ
と
な
る
。

取
り
組
み
の
概
要

人
口
最
少
・
県
民
経
済
最

小
の
鳥
取
県
に
お
い
て
は
、

地
域
の
人
や
企
業
が
最
大
の

地
域
資
源
で
あ
る
。
個
々
の

人
財
・
企
業
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
最
大
限
に
発
揮
し
活
躍
で

き
る
環
境
づ
く
り
と
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強
力
に
サ

ポ
ー
ト
す
る
「
人
づ
く
り
王

国
と
っ
と
り
」
戦
略
に
よ
っ
て
、

過
疎
・
高
齢
化
や
気
候
変
動

な
ど
の
地
域
の
諸
課
題
に
立

ち
向
か
う
。

人
財
・
企
業
の
活
躍
が
新

た
な
人
財
・
企
業
を
呼
び
込

む
「
活
躍
と
人
財
の
好
循
環
」

を
創
出
す
る
三
側
面
の
統
合

的
な
発
展
に
よ
っ
て
「
小
さ
く

と
も
持
続
可
能
な
地
域
」
を

実
現
す
る
。

＜経
済
＞

県
民
経
済
「
全
国
最
小
」
か
ら

の
持
続
的
成
長

＜社
会
＞

過
疎
・
高
齢
化
が
人
口
減
を

加
速
す
る
「負
の
連
鎖
」
克
服

＜環
境
＞

「
鳥
取
砂
丘
」
「
星
取
県
」
を

継
承
で
き
る
脱
炭
素
社
会
へ

の
移
行

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
間
の
連

携＜取
り
組
み
１
＞

「
と
っ
と
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」

県
内
の
様
々
な
分
野
の
団

体
・
企
業
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
組
織
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
普
及

啓
発
の
中
核
的
役
割
を
担
っ

て
い
る
。

「
と
っ
と
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
伝
道
師

制
度
」

県
内
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
普
及

啓
発
や
実
践
促
進
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
方
を
任

命
し
、
現
在
11
名
の
方
が
活

躍
中
。
県
内
の
企
業
や
団
体

等
派
遣
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念

の
普
及
や
事
例
紹
介
等
を

行
っ
て
い
る
。

＜取
り
組
み
２
＞

「
と
っ
と
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト

ナ
ー
制
度
」

現
在
５
５
０
社
を
超
え
る

県
内
企
業
等
が
登
録
し
、
県

の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
推
進
し
て
い
る
。

＜取
り
組
み
３
＞

「
と
っ
と
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
子
ど
も

伝
道
師
制
度
」

学
級
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て

学
び
、
身
の
回
り
で
の
実
践

等
に
取
り
組
む
な
ど
の
活
動

を
し
た
児
童
・
生
徒
を
「
と
っ

と
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
こ
ど
も
伝
道

師
」
と
し
て
県
が
ク
ラ
ス
や
学

校
単
位
で
任
命
す
る
。
学
年

や
学
級
ご
と
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

つ
い
て
学
習
し
た
内
容
や
取

り
組
ん
だ
活
動
を
申
請
す
る
。

子
ど
も
達
の
主
体
的
な
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
実
践
を
促
進
し
、
持

続
可
能
な
地
域
社
会
の
創
り

手
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

「
と
っ
と
り
若
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」持

続
可
能
な
地
域
社
会
の

担
い
手
と
な
る
若
者
で
構
成

し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。
若
者
の

自
由
で
柔
軟
な
発
想
に
よ
り

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
践
に
つ
な
が

る
調
査
や
活
動
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

公
募
式
で
県
内
の
高
校
生

や
大
学
生
、
若
手
社
会
人
な

ど
で
手
を
挙
げ
た
若
者
が
参

加
。
自
分
た
ち
で
考
え
て
活

動
を
展
開
。
こ
れ
ま
で
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
や
普
及
啓

発
の
ゲ
ー
ム
、
絵
本
、
動
画
や

企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ

な
ど
を
作
成
し
て
き
た
。

２
０
３
０
年
の
あ
る
べ
き
姿

地
域
に
関
わ
る
多
様
な
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
知
恵
と

力
を
結
集
し
、
人
生
の
あ
ら

ゆ
る
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
、
誰

も
が
『
心
の
豊
か
さ
』
を
実
感

し
な
が
ら
充
実
し
た
生
活
を

安
心
し
て
送
る
こ
と
の
で
き

る
鳥
取
県
を
創
る
。
そ
の
た

め
に
、
「
次
世
代
チ
ャ
レ
ン
ジ

創
出
と
産
業
の
ス
マ
ー
ト
化

に
よ
る
豊
か
さ
の
実
現
」
、

「
人
口
減
を
克
服
し
、
誰
も

が
安
全
・
安
心
に
住
み
続
け

ら
れ
る
地
域
の
実
現
」
、
そ
し

て
「
唯
一
無
二
の
自
然
環
境

を
未
来
に
継
承
す
る
脱
炭
素

社
会
の
実
現
」を
目
指
す
。

人口最少県とっとりの
「小さくとも持続可能な地域づくり」への挑戦



取
り
組
み
に
あ
た
り
苦
労
し

た
こ
と
や
乗
り
越
え
た
こ
と

「
未
来
都
市
計
画
」
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
に
あ
た
っ
て
、
県

の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
あ
る

計
画
策
定
が
必
要
で
あ
っ
た

た
め
、
そ
の
策
定
に
苦
労
し

ま
し
た
。
幅
広
く
盛
り
込
む

と
い
う
よ
り
は
、
「
人
づ
く

り
」
に
焦
点
を
当
て
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

鳥
取
県
は
小
さ
な
県
で
、

コ
ン
パ
ク
ト
で
あ
る
た
め
、
市

町
村
の
義
務
教
育
機
関
と
は

近
い
関
係
性
を
持
っ
て
い
ま

す
。
若
者
の
声
も
県
に
届
き

や
す
く
、
そ
の
意
見
や
提
言

が
、
県
で
取
り
上
げ
ら
れ
や

す
い
環
境
に
あ
る
た
め
、
若

者
層
の
参
画
が
多
い
こ
と
は

力
強
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

他
地
域
へ
の
展
開
見
込
み

官
民
連
携
の
普
及
啓
発
、

学
校
で
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
教
育
と

い
っ
た
人
財
・企
業
の
育
成
過

程
に
お
い
て
は
、
学
校
・
地

域
・
企
業
等
が
協
働
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
が
促
進
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
実
践
を
拡
大
さ
せ
て

い
く
過
程
に
お
い
て
は
、
宣

言
・
登
録
企
業
の
取
り
組
み

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

そ
の
他
、
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド

カ
ー
に
よ
る
地
域
出
張
型
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
実
証
や

鳥
取
型
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
構
築
に
向

け
た
実
証
・
基
盤
整
備
、
農

林
業
の
Ｄ
Ｘ
な
ど
、
デ
ジ
タ

ル
を
活
用
し
た
三
側
面
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
予

定
で
す
。

を
見
え
る
化
し
、
情
報
共
有

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
財
・
企

業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
三
側
面
を

つ
な
ぐ
「
橋
渡
し
人
財
」
の
創

出
と
い
っ
た
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。

各
段
階
を
通
じ
て
、
マ
ッ
チ

ン
グ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
促

進
の
効
果
が
期
待
で
き
、
今

後
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
地
域
で
幅
広

く
普
及
展
開
が
可
能
と
な
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

人
口
最
少
・
経
済
最
小
の

鳥
取
県
に
お
い
て
は
、
現
状
、

持
続
可
能
な
地
域
社
会
を

実
現
す
る
た
め
の
リ
ソ
ー
ス

に
限
り
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、

本
県
モ
デ
ル
事
業
に
お
い
て

は
、
最
大
の
地
域
資
源
で
あ

る
「
人
」
に
焦
点
を
当
て
、
そ

の
活
躍
を
最
大
限
に
引
き
出

す
こ
と
で
、

①
県
民
経
済
「
最
小
」
か
ら
の

持
続
的
成
長

②
過
疎
・
高
齢
化
が
人
口
減

少
を
加
速
す
る
「
負
の
連
鎖
」

の
克
服

③
「
鳥
取
砂
丘
」
「
星
取
県
」

を
継
承
で
き
る
脱
炭
素
社
会

へ
の
移
行

の
三
側
面
の
諸
課
題
に
複
数

同
時
並
行
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ

し
、
モ
デ
ル
事
業
に
よ
る
自

律
的
好
循
環
の
形
成
を
目
指

す
考
え
で
す
。

今
後
の
展
開

子
ど
も
向
け
の
情
報
発
信

サ
イ
ト
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た

の
で
、
地
域
企
業
と
一
緒
に

な
っ
て
普
及
啓
発
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｗ
ｅ
ｂ
上
に
構
築
し

た
交
流
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
本
格
運
用
し
、
県
内
外
を

問
わ
ず
、
様
々
な
分
野
の
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
同
士
に
よ

る
連
携
促
進
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

県
内
企
業
向
け
に
２
０
２

２
年
4
月
か
ら
本
格
運
用
を

開
始
し
た
「
と
っ
と
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
企
業
認
証
制
度
」
で
は
、
第

1
回
目
の
公
募
で
27
社
を
認

証
し
、
第
2
回
の
公
募
に
お

い
て
も
、
多
く
の
企
業
か
ら

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

県
と
し
て
も
、
認
証
取
得

を
目
指
す
企
業
を
積
極
的
に

支
援
し
、
広
く
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
経

営
に
取
り
組
む
企
業
が
増
え

て

い
く
こ
と
に
よ
り
、
先
駆

的
な
取
り
組
み
を
展
開
す
る

企
業
が
地
域
経
済
を
牽
引
し

■事業スキーム


